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竹下さん　わたしは世田谷消防署の災害支援ボランティア
に登録しているんですが。登録してから 10 年以上たちます。

福和教授　その消防署
のボランティアは、ど
ういうことをされるん
ですか。

竹下さん　訓練では、
もちろん消火活動とか
自分で身を守るってい
うこともありますが、
わたしたちは主に、消
防署に訪ねてきた人や
電話などの対応になり
ますね。消防署の職員
の方たちは被災地に出
かけているので、怪我

をされた方たちの救助もあります。

福和教授　それは自ら進んでそのボランティアに立候補さ
れたんですか？

竹下さん　阪神・淡路大震災の 1 年後か 2 年後だったと思
いますが、地域でも防災意識が高まり、町内会主催の救命
救急の講習会があったんですね。その救命救急の講習を受
けた際に登録しました。

福和教授　自分の問題として感じられたから、災害にかか
わってこられたんですね。

竹下さん　何かあったときに家族はどうすればいいんだろ
うということも思いましたし、わたしたち俳優の仕事の場
合は、決まった場所に通勤するわけではないので、いつど
こに行っているかも分らないわけです。ですから出先で被
災することもあるかも知れない。そうした時に自分が慌て
ないで、落ち着いて、そこで何ができるか、少しでもいい
対応が出来ればいいなと思って始めました。

福和教授　始めることは比較的誰でもできますが、続ける
というのがすごく大変じゃないですか。なんとなく風化し
てしまいますよね、色々なものが。

竹下さん　一番はもう、そこにいる人たちのモチベーショ
ンの問題ですよね。どうやって
意識を保ち続けるか。

福和教授　国民運動のサポー
ターとして、さまざまな活動を
されていると思いますが、他の
活動について少しご紹介いただ
けますか。

竹下さん　朗読会と、あとは日
頃近隣の方たちと一緒に自分た
ちの町を歩いたりして、防災意

識をお互いに「忘れな
いでいようね」と。地
域のコミュニティーも
なかなか作りにくい時
代になってきてますの
で、防災・減災をキー
ワードにして、ご近所
同士のお付き合いがで
きるのはいいことだと
思っています。

福和教授　国民運動の
サポーターとして、こ
れから多分やってくる
であろう自然災害に対
して、国民の皆さんにお伝えしたいメッセージがあればぜ
ひ。

竹下さん　はい。自然というのは、もちろん豊かであって
欲しいし、美しいですけれども、この冬の雪を見ても分る
ように、わたしたちの予測を裏切って、予想以上の出来事
が起こるわけですよね。自然の大きさ、驚異、人間の弱さ、
もろさっていうことは、こうやって便利な生活になってい
けばいくほど忘れがちです。でも、自然災害というのはい
つ起こるのか分らない。地震 1 つ取っても、近い将来必ず
誰かが経験するわけですから、災害への心構えを、年長者
が何度も口をすっぱくして語っていくことが大切だと思い
ます。 
　学校でも防災教育というのが徐々に浸透してきているよ
うですが、学校で終らせないで、「じゃ、いざというときは
どうすれば」、「おうちの中だったらどうするか」、「逃げる
場所はどうするか」、「連絡はどう取り合うか」というよう
なことは、家庭で子どもたちと話し合って、ご近所づきあ
いの中でも、繰り返し話し合っていく必要があると思いま
すね。

福和教授　昔持っていた家庭の力とか、地域の力とかって
徐々に弱くなっているので、もう一度それを復活させない
といけないですね。

竹下さん　防災訓練などに参加することで、わたしはその
地域のつながりが見えてきた部分が
あります。また、家庭の力も、もう
一度、減災・防災をキーワードに、
太く作っていけるようにしていきた
いなと思います。そういうふうに皆
さん考えていただければうれしいで
すね。
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内閣府で推進している「災害被害を軽減する国民運動」のサポーターである 
女優の竹下景子さんと名古屋大学の福和伸夫教授の対談が行われました。

本文は、お二人の対談内容を一部抜粋したものです。
対談全体は、内閣府「災害被害を軽減する国民運動
のページ」に掲載されます。  
http://www.bousai.go.jp/km/index.html
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幼児・小学１～４年生の部
神奈川県 その絵の会 ３年

井上 遥香（いのうえ はるか）さん

幼児・小学１～４年生の部
鹿児島県 霧島市立日当山小学校 ２年

川平 可奈子（かわひら かなこ）さん 幼児・小学１～４年生の部
東京都 光塩女子学院初等科 １年

堀内 志穂（ほりうち しほ）さん

小学５・６年生の部
千葉県 茂原市立二宮小学校 ５年

大根 淳史（おおね あつし）さん 小学５・６年生の部
愛知県 江南市立古知野南小学校 ６年

三ツ口 寛太（みつぐち かんた）さん

小学５・６年生の部
鹿児島県 出水市立江内小学校 ６年

宮下 彩女（みやした あやめ）さん

中学生・高校生の部
鹿児島県 霧島市立木原中学校 １年

大迫 琢朗（おおさこ たくろう）さん

中学生・高校生の部
愛知県 一宮市立尾西第三中学校 ２年

可児 龍之介（かに りゅうのすけ）さん

中学生・高校生の部
愛知県 江南市立古知野中学校 ３年

田中 杏治（たなか きょうじ）さん

中学生・高校生の部
和歌山県 県立神島高等学校 ２年

前芝 早紀（まえしば さき）さん

一般の部
神奈川県座間市

寺島 美津子（てらしま みつこ）さん
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